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高校時代の「倫理」等の授業で習った思想家を含め，たくさんの人物が出てきます。「あ，
また暗記ものか」とウンザリされるかも知れません。しかし，この本は違います。1つ 1つ
の章がまるで小説のように豊かに展開していきます。当時の法思想家達が，そのとき何を思

い，どうして，そういう考え方や理論を世に出していったのかがよく分かります。さらに，彼（彼女）
らの時代背景や社会状況についても可能な限り説明されています。本書を読めば，当時の考え方が今を
生きる私たちにどう影響しているのかを知ることができます。
　法思想家達が生きた当時の議論や問題設定は，時代を超え，連続性をもって今の世に受け継がれてい
ます。本書ではそのつながりが分かるように様々な工夫がされています。この本は，現代を生きる上で
必要不可欠となっている「グローバル・ヒストリー」を知る上で，非常に有益です。
　本書の巻末には読書案内と膨大な引用・参考文献が掲載されています。これだけでも資料的価値は非
常に高いでしょう。読んでみて決して損はない「今を生きる人たちのための」一冊です。（ I ）
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本文中のゴシック体は重要語句の強調，丸ゴシック体は原典からの引用を示しています。

※目次は，小社ウェブサイトの本書のページをご覧ください。
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